
 

協議事項 10 

 

学年（チーム）担任制について  

学年（チーム）担任制について、協議事項として以下のとおり提案する。  

令和７年３月 12 日提出  
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事務局長  高田  純 
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学年(チーム)担任制の取組について  

 
１．「学年（チーム）担任制」の概要    

・学級担任を固定せず、学級担任業務を複数の教員がローテーションで担当するな

どして行う学級運営の方法。 

・令和５年４月より小学校２校、中学校２校でモデル実施。 

・令和６年度は、小学校５校、中学校３校、義務教育学校１校にモデル実施を拡大。 

 

２．教職員アンケート結果の概要（令和６年 12 月） 

（１）導入目的に沿った効果が見られる項目      ※( )は令和 5年 12 月のデータ 

小 学 校 肯定的 否定的 

複数の目で生徒を観察でき、変化に気づく機会が増える 90%(67%) 0%(10%) 

教師自身の学校運営・学級経営への参画意識が向上し「学校力」
が向上している 

71%(57%) 5%(19%) 

教科指導・生徒指導において、責任の所在が不明瞭になっている 11%(24%) 61%(38%) 

 

中 学 校 肯定的 否定的 

学級崩壊のリスクを減少させることができている 65%(55%) 12%(19%) 

複数の目で生徒を観察でき、変化に気づく機会が増える 78%(64%) 3%(17%) 

教師自身の学校運営・学級経営への参画意識が向上し「学校力」
が向上している 

63%(34%) 10%(23%) 

教科指導・生徒指導において、責任の所在が不明瞭になっている 25%(43%) 58%(28%) 

進路指導・各種保護者会において、相談窓口が分かりにくくなっ
ている 

19%(43%) 55%(32%) 

学級経営において責任の所在が不明瞭になっている 28%(53%) 49%(23%) 

 

（２）課題のある項目 

小 学 校 肯定的 否定的 

学級差を軽減することができている 45%(71%) 18%(10%) 

学級崩壊のリスクを減少させることができている 53%(62%) 24%(24%) 

 

中学校 肯定的 否定的 

学級差を軽減することができている 47%(47%) 25%(26%) 

 

〔参考〕モデル実施校でのアンケート調査 

※ 各設問に、５：とてもそう思う、４：そう思う、３：どちらとも言えない、 

２：そう思わない、１：まったくそう思わない  の５段階で回答。 

※ 「肯定的意見」は５と４の合計、「否定的意見」は２と１の合計 
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３．兵庫教育大学の所見 

・モデル実施校への訪問調査を重ねたところ、各校の校長は自校課題を明確にした

上で、現状取りうる最適な組織体制を各校で独自に整備していたことが伺えた。 

・担任の交替期間や学年打合わせの方法など、いずれの学校においても、その学校

の実情に応じる形で導入しており、課題解決のための取り組み内容の細部につい

ては、学校ごとに工夫が見られた。 

・アンケート調査の結果において、一定の課題は見られるものの、児童生徒、保護

者、教職員それぞれにおいて、「学年（チーム）担任制」についての満足度は高か

った。 

・「学年（チーム）担任制」はあくまでも下支えの仕組みであるため、校長やミドル

リーダーのマネジメントをはじめ、各校における創意工夫が求められる。 

 

４．令和６年度の実施結果について 

・学校の規模や教職員の配置状況等にもよるが、特に小学校では組織的な対応によ

る学年運営の安定化や教職員の働き方改革の面でも効果がある。特に効果が期待

できる教職員構成や学年、学級数も把握することができた。 

・児童生徒・保護者には、窓口担当を置いたり、学年（チーム）担任の誰にでも相

談できることを十分に周知したりしながら、児童生徒・保護者との関係づくりを

丁寧に行うことが必要である。また、情報共有や事務引継ぎの体制整備と意識の

向上を図り、児童生徒への細やかな対応が必要である。 

・導入する学校においては、「狙うべき効果」と「想定する課題」を予め整理し、管

理職のリーダーシップのもと、学校の実態に沿った体制を全教職員で考え、ボト

ムアップしていくことで、導入の効果が最大限に期待できる。 
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〔参考１〕モデル実施校一覧 

（青…令和５年度より継続、赤…令和６年度より新規） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 学校園名 実施学年 実施形態・交替頻度 

灘 摩耶小学校 
５年 

６年 

３cl を４人 １週間毎交替 

２cl を３人 １週間毎交替 

兵庫 浜山小学校 ５年 ２cl を３人 １か月毎交替 

北 花山小学校 
５年 

６年 

３cl を４人 １週間毎交替 

２cl を３人 １週間毎交替 

須磨 西須磨小学校 ６年 ４cl を６人 ３～４週間毎交替 

須磨 東須磨小学校 
５年 

６年 

３cl を４人 １か月毎交替 

３cl を４人 １か月毎交替 

東灘 本山南中学校 

１年 

２年 

３年 

６cl を９人 １週間毎交替 

７cl を 11 人 １週間毎交替 

７cl を 11 人 １週間毎交替 

長田 雲雀丘中学校 

１年 

２年 

３年 

２cl を５人 １週間毎交替 

２cl を５人 １週間毎交替 

２cl を４人 １週間毎交替 

垂水 神陵台中学校 

１年 

２年 

３年 

２cl を５人 １日交替 

３cl を６人 １日交替 

３cl を６人 １日交替 

中央 港島学園 

５年 

６年 

３cl を４人 １週間毎交替 

３cl を４人 １週間毎交替 

７年 

８年 

９年 

２cl を４人 １週間毎交替 

３cl を４人 １週間毎交替 

３cl を４人 １週間毎交替 


